


 EMC 技術資料                        2023 年 5 月 初版 

                               ピッと測る脇下体温計 DT-701                                   

本製品は、医用電気機器の安全使用のために要求されている EMC（電磁両立性）規格、JIS T 0601-1-2：2018 に適合しています。 

             お使いいただく際は、本製品に付属の医療機器添付文書及び取扱説明書をよく読んでお使いください。     
■EMC（電磁両立性）とは 

EMC（電磁両立性）とは、次の二つの事項を満たす能力のことです。 

・ 周辺の他の電子機器に、許容できない障害を与えるようなノイズを出さない。（エミッション） 

・ 周辺の他の電子機器から出されるノイズ等、使用される場所の電磁環境に耐え、機器の機能を正常に発揮できる。（イミュニティ） 

JIS T 60601-1-2 に代表される EMC 規格は、医用電気機器を安全に使用するため、機器から発生するノイズが他の機器に影響を及ぼしたり、他の機器（携帯電話等）が発する電磁波から受ける影響を、一定のレベル以下に抑えるよう

規程した規格です。 

JIS T 60601-1-2：2018（5.2.2 項）において、機器が安全に機能するための EMC 環境に関する詳細な情報を使用者に提供することが求められているため、EMC にかかわる技術的な説明を以下に記載します。 

（詳細は、JIS T 60601-1-2：2018 をご参照ください。） 

■EMC（電磁両立性）に関する技術的な説明 

医用電気機器は、EMC に関して特別な注意を必要とし、次に記載する EMC の情報に従って使用する必要があります。 

警告   ・ 本機器は電磁両立性（EMC）に関して、特別な注意が必要であり、本書に記載された EMC 情報に基づいて使用しなければなりません。 

・ 携帯及び移動無線周波（RF）通信機器により本機器は影響を受けることがあります。 

・ 本機器は、他の機器に密着させたり、重ねた状態で使用しないでください。 

 

表 1 － ガイダンス及び製造業者による宣言 － 電磁エミッション －  

ガイダンス及び製造業者による宣言 ― 電磁エミッション 

本製品は、次に指定した電磁環境内での使用を意図しています。本製品の顧客又は使用者は、このような環境内

でそれを用いていることを確認することが望ましい。 

エミッション試験 適合性 電磁環境 ― 指針 

RF エミッション CISPR11 グループ 1 

本製品は、内部機能のためだけに RF エネルギーを

使用している。したがって、その RF エミッションは非

常に低く、近傍の電子機器対して何らかの干渉を生

じさせる可能性は少ない。 

RF エミッション CISPR11 クラス B 本製品は、下記を含むすべての施設での使用に適

する。  

＜家庭用施設、及び家庭目的に使用される建物

に電力を供給する公共の低電圧用の配電網に直接

接続された施設。＞ 

高調波エミッション IEC61000-3-2 非適用 

電圧変動/フリッカエミッション

IEC61000-3-3 

非適用 

 

表 2 － ガイダンス及び製造業者による宣言 － 電磁イミュニティ －  

ガイダンス及び製造業者による宣言 － 電磁イミュニティ 

本製品は、次に指定した電磁環境内での使用を意図しています。本製品の顧客又は使用者は、このような環境内

でそれを用いていることを確認することが望ましい。 

イミュニティ試験 JIS T 0601 試験レベル 適合レベル 電磁環境 ― ガイダンス 

静電気放電（ESD）  

JIC C 61000-4-2 

±8 kV 接触  

±15 kV 気中 

±8kV 接触  

±15kV 気中 

床は木材、コンクリート又はセラ

ミックタイルであることが望まし

い。 

床が合成材料で覆われている

場合、相対湿度は少なくとも

30 %であることが望ましい。 

電気的ファーストトラ

ンジェント／バースト 

JIS C 61000-4- 4 

±2 kV 電源ライン  

±1 kV 入出力ライン 
非適用 非適用 

サージ  

JIS C 61000-4-5 

±1 kV ライン－ライン間  

±2 kV ライン－設置間 
非適用 非適用 

電源入力ラインでの

電圧ディップ、短時間  

停電及び電圧変動  

JIS C 61000-4-11 

0%UT（0.5 サイクル） 

0%UT（1 サイクル） 

70%UT（25 / 30 サイクル） 

0%UT（250 / 300 サイクル） 

非適用 非適用 

電源周波数（50／60 

Hz）磁界  

JIS C 61000-4-8 

30 A/m 30 A/m 

電源周波数磁界は、標準的な

商用又は病院環境における一

般的な場所と同レベルの特性を

有することが望ましい。 

注記 Uｔは、試験レベルを加える前の、交流電源電圧である。 

 

表 ３ － ガイダンス及び製造業者による宣言 － 電磁イミュニティ －  

ガイダンス及び製造業者による宣言 － 電磁イミュニティ 

本製品は、次に指定した電磁環境内での使用を意図してします。本製品の顧客又は使用者は、このような環境内

でそれが使用されることを確認してください。 

イミュニティ試験 JIS T 0601 試験レベル 適合レベル 電磁環境 ― ガイダンス 

 

 

 

 

 

 

伝導 RF 

JIS C 61000-4-6 

 

 

 

放射 RF 

JIS C 61000-4-3 

 

 

 

 

 

 

3 Vrms (150 kHz～80 MHz) 

6 Vrms (150 kHz～80 MHz 

間の ISM 及びアマチュア無

線帯域) 

 

10 V / m(80 MHz～2.7 GHz) 

 

 

 

 

 

 

非適用 

 

 

 

 

10 V/m 

携帯形及び移動形 RF 通信機器は、

本製品のいかなる部分に対しても、送

信機の周波数に該当する方程式から

計算した推奨分離距離より近づけて使

用しないことが望ましい。 

推奨分離距離 

非適用 

 

 

 

 

d = 1.2 √P  80 MHz ～ 800 MHz 

d = 2.3 √P  800 MHz ～ 2.7 GHz 

ここで、P は、送信機製造業者による

ワット（W）で表した送信機の最大定格

出力電力であり、d はメートル（m）で表

した推奨分離距離である。 

電磁界の現地調査 a）によって決定す

る固定 RF 送信機からの電界強度は、 

各周波数範囲における適合レベルより

も低いことが望ましい。 

次の記号が表示されている機器の近

傍では干渉が生じるかもしれない。 

注記 1 80 MHz 及び 800 MHz においては、高い周波数範囲を適用する。 

注記 2 これらの指針は、すべての状況に対して適用するものではない。建築物・物・人からの吸収及び反射は、

電磁波の伝搬に影響する。 

注 a） 例えば無線（携帯／コードレス）電話及び陸上移動無線の基地局、アマチュア無線、AM・FM ラジオ放送及

び TV 放送のような固定送信機からの電界強度を、正確に理論的に予測をすることはできない。 

固定 RF 送信機による電磁環境を見積もるためには、電磁界の現地調査を考慮することが望ましい。 

本製品が使用される場所の正確な電界強度が、適用される RF 適合性が上記レベルを超過する場合、正常

通常動作を検証するために、本製品を監視すること。異常な動作が発見された場合、追加の手段、例えば、

本製品の向き又は場所を変えることが必要となることがある。 

注 b） 周波数範囲 150 kHz ～ 80 MHz で、電磁界強度は 3V / m 未満であることが望ましい。 

 

 

表 ４ － 携帯形及び移動形 RF 通信機器と機器又はシステムとの間の推奨分離距離 － 

携帯形及び移動形 RF 通信機器と本製品との間の推奨分離距離 

本製品は、放射 RF 妨害が管理されている電磁環境内での使用を意図している。本製品の顧客又は使用者は、通信機

器の最大出力に基づく次に推奨している携帯形及び移動形 RF 通信機器（送信機）と本製品との間の最小距離を維持す

ることで、電磁障害を抑制するのに役立ちます。 

送信機の

最大定格

出力電力

（W） 

送信機の周波数に基づく分離距離（m） 

150 kHz～80 MHz 

（3 Vrms, 6 Vrms） 

非適用 

80 MHz～800 MHz 

d =1.2√P 

800 MHz～2.7 GHz 

d =2.3√P 

0.01 非適用 0.12 0.23 

0.1 非適用 0.38 0.73 

1 非適用 1.2 2.3 

10 非適用 3.8 7.3 

100 非適用 12 23 

上記にリストされていない最大定格出力電力の送信機に関しては、メートル（m）で表した推奨分離距離 d は、送信機の

周波数に対応する方程式を用いて決定できる。 

ここで、P は、送信機製造業者によるワット（W）で表わした送信機の最大定格出力電力である。 

注記 1 80 MHz 及び 800 MHz においては、分離距離は、高い周波数範囲を適用する。 

注記 2 これらの指針は、すべての状況に対して適用するものではない。建築物・物・人からの吸収及び反射は、電磁波

の伝搬に影響する。 

 

表 ５ － ガイダンス及び製造業者による宣言－ 電磁イミュニティ － 

ガイダンス及び製造業者による宣言 － 電磁イミュニティ 

本製品は次に指定した電磁環境内の使用を意図している。本製品の顧客又は使用者は、このような環境内で使用される

ことを確認すること。 

無線通

信機か

らの近

傍電磁

界 

JIS C 

61000-

4-3 

試験 

周波数

（MHz） 

周波数 

帯域 a）

（MHz） 

サービス a） 変調 b） 

最大 

電力

（W） 

距離

（m） 

試験 

レベル 

（V / m） 

385 
380- 

390 
TETRA 400 

パルス変調 b） 

18 Hz 
1.8 0.3 27 

450 
430- 

470 

GMRS 460、 

FRS 460 

FM C）±5 kHz

偏差 

1 kHz 正弦波 

2 0.3 28 

710, 

745, 

780 

704- 

787 
LTE 帯域 13, 17 

パルス変調 b） 

217 Hz 
0.2 0.3 9 

810, 

870, 

930 

800- 

960 

GSM 800 / 900 

TETRA 800 

iDEN 820 

CDMA 850 

LTE 帯域 5 

パルス変調 b） 

18 Hz 
2 0.3 28 

1720, 

1845, 

1970 

1700- 

1990 

GSM 1800 

CDMA 1900 

GSM 1900 

DECT 

LTE 帯域 1, 3, 4, 25 

UMTS 

パルス変調 b） 

217 Hz 
2 0.3 28 

2450 

 

2400- 

2570 

Bluetooth 

WLAN 802.11 b/g/n 

RFID 2450 

LTE 帯域 7 

パルス変調 b） 

217 Hz 
2 0.3 28 

5240, 

5500, 

5785 

5100- 

5800 
WLAN802.11 a / n 

パルス変調 b） 

217 Hz 
0.2 0.3 9 

備考： イミュニティ試験レベルを達成するために必要な場合には、送信アンテナと本製品との間の距離を 1m

にしてもよい。1m の試験距離は JIS C 61000-4-3 で許容されている。 

a）サービスによってはアップリンク周波数だけが含まれる。 

b）搬送波は、50%デューティーサイクル矩形波信号を用いて変調しなければならない。 

c）FM 変調の代わりとして、18 Hz での 50%パルス変調を用いてもよい。 

これは実際の変調を表すわけではないが、最悪状態と考えられるためである。 
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【形状・構造及び原理等】 
〈概要〉 
患者の体温を測定するための測定装置である。本品は、表示ユニッ 
トとセンサ及びその他からなり、体温を検出し、ある電気特性（抵 
抗、電圧等）に変換するものである。このような電気特性は、電子 
回路内で処理した後、最高温度保持し、体温値としてデジタル表示 
される。 

 
付属品：収納ケース 
外形寸法：130mm×19.5mm×10.8mm 公差：±1mm 
質量 ：10g（電池含む） 
体に触れる部分の原材料 測温部：SUS304 ステンレススチール 

本体  ：ABS 樹脂 
〈電気的定格〉 

・電源：DC1.5V（LR41ｘ1 個） 
・電池寿命：約 2 年 
・分類：内部電源機器、BF 形装着部 
・水の浸入に対する保護の程度による分類：IP22 

〈原理〉 
本器は、腋下での検温を目的とした装置であり、測温部での温度変 
化を感温素子により電気量に変換し、集積回路にて演算処理を行 
い体温値を表示する。 
検温開始 10 秒後に予測値を演算により表示し、その後一定時間経 
過後に実測表示に切り替え実測値を表示する。 

〈仕様〉 
・測温範囲：32.0～42.9℃  
・温度精度：最大許容誤差±0.1℃ 
※標準室温 23℃にて、恒温水槽で実測測定した場合 

・使用条件：周囲温度 10～40℃ 
相対湿度 30～85%RH（結露なきこと） 

 
【使用目的又は効果】 

測温部を部位に接触させて、腋窩の体温を測定し、最高温度を

保持しデジタル表示すること。 
 
【使用方法等】 
①体温計を収納ケースから取り出し、電源スイッチを押します。 

ピッと音が鳴り、表示部が全点灯します。 
次に、前回値を表示します。 

②「Lo ℃」を表示したらわきの下へ挟みます。 
わきの下のくぼみの中心部へ測温部があたるように斜め下方向

（30～45°）から少し押し上げるように体温計を挟み、わきをしっ

かりしめてください。 
③体温を測定します。 

「Lo ℃」から「32 ℃」に表示が変わり、約 10 秒で予測検温が終

了します。 
予測値は、「P」マークと共に表示します。 
そのまま検温を続けますと、約 1 分 20 秒後に実測検温に切り変

わります。 
※実測検温に切り替わると、「P」マークは消灯します。 
実測検温では、約 5 分 40 秒後「ピー、ピー…」と 9 回ブザーが

鳴りますが、そのまま検温を続けていただき、約 10 分後の表示

値を読み取ってください。 
※正確な実測検温のためには約 10 分の検温を推奨します。 

その後、約 12 分 30 秒後に「ピッ」と 1 回音が鳴り、そのまま消

灯します。 
④検温後は、測温部を消毒用アルコールまたはぬるま湯等をしみ込

ませしっかり絞った布等で拭き取り、常に清潔にして収納ケース

に戻し保管ください。 
 
【使用上の注意】 
・汗をかいていると実際より、低い体温を示すことがあるため、汗

を拭き取ってから検温すること。 
・修理、改造、分解は絶対に行わないこと。 
・超音波洗浄はしないでください。［故障の原因になる。］ 
・使用の前後に必ず本器を洗浄すること。 
・お子様にご使用の際は、先端の測温部で目を突いたり、電池を誤

飲しないよう保護者の監視下で使用すること。万一飲み込んだ場

合は、直ちに医師に相談すること。 
・小さなお子様の場合は、腕の外側から優しく押さえて、体温計が

動かないよう気を付けること。 
・水中に放置したり、水道からの流水に直接あてないこと。［故障の

原因になる。］ 
・本器が冷えている場合、本器を室温に十分なじませてから検温す

ること。 
・測温部の先端で目を突かないように注意すること。［失明の恐れが

ある。］ 
・起床、入浴、運動、飲食直後等は、体温が上がっているので、30

分以上時間をあけてから検温をすること。 
・周囲温度が 32℃を超えている場合は、測温部が温まり「Lo ℃」を

表示しないことがある。その場合は、測温部を水で冷やしてから

再度、検温すること。［正しく計測できないおそれがある］ 
・強くたたいたり、落したりしないこと。［故障の原因になる。］ 
・火気の近くには絶対に置かないこと。［変形や火災の恐れがある。］ 
 
【保管方法及び有効期間等】 
〈保管方法〉 
 次のようなところに保管しないこと。 

1) 高温・多湿、直射日光、ほこり、暖房器具のそば、塩分 
などを含んだ空気の影響を受けるところ。 

2) 傾斜、振動、重圧、衝撃（運搬時を含む）のあるところ。 
3) 化学薬品の保管場所や腐食性ガスの発生するところ。 
4) お子様の手が届く場所。 

 保管環境条件：-20～+60℃、30～95%RH（結露なきこと） 
〈耐用期間〉 
標準的な使用期間の目安：5 年 
〔自己認証（VEGA 社データ）による〕 

 
【保守・点検に係る事項】 
・測温部先端を消毒する場合は、消毒用アルコールを含ませた 
ガーゼ、布等で軽く拭き取ること。 

・その他の本体は、消毒用アルコールで拭き取ると変色する場合

があるので拭かないこと。  
・本器は、水、ぬるま湯をしみ込ませしっかり絞った布または乾拭 
き等で水気を拭き取り、清掃後に収納ケースへ収め保管するこ 
と。 

・測温部の熱湯消毒や揮発性の液（シンナー等）でのお手入れはし 
ないこと。 

・長期間使用しない場合は、電池は取り外して保管すること。 
 
【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 
〈製造販売業者〉 
業者名：株式会社ＩＣＳＴ 
T E L ：048-857-8026 
 

〈外国製造業者〉 
業者名：VEGA TECHNOLOGIES INC. 
国 名：中華人民共和国 

【警告】 
・お子様の手の届かない場所に保管して下さい。 
［本体の先端を噛んだり、誤飲やけがの恐れがある］ 

 

【禁忌・禁止】 
・人以外の検温には使用しないでください。 
［ケガをするおそれがあります］ 
・測定結果の自己判断や治療は危険ですので、医師の診断に従っ

てください。 




